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ワークショップ 11 

タイトル プライマリ・ケアにおける嚥下障害・誤嚥性肺炎予防への対応：日
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開催の目的・概要 

 

目的 

嚥下障害・誤嚥性肺炎は Common disease といえる病態である。摂食嚥下機能は人間にとっ

て最も基本的な生理的機能であるとともに、精神的・文化的・社会的機能をも持つもので

ある。その機能異常である嚥下障害では、食物が気管へ侵入する誤嚥、誤嚥性肺炎あるい

は栄養障害をきたし、生命予後および生活の質を大きく左右する。世界一の超高齢社会で

ある我が国では、高齢者の嚥下障害は急性期医療から在宅診療まで、医学的にも社会的に

も重要になっている。嚥下リハビリテーション、気道管理、栄養管理、重症例への胃瘻造

設などの経管栄養、外科治療などの解決すべき課題は多い。近年健康寿命及び QOL の視点

から、嚥下障害への対応は喫緊の課題となっており、多職種連携及び入院～在宅までのギ

ャップのないケアが必要とされている。 

 

概要 

本ワークショップは嚥下医学会と本学会と共催し、集学的かつ学術的な視点から、嚥下障

害へのリハビリテーション学的アプローチと胃瘻増設の判断を含む評価方法（藤島、山脇）、

嚥下障害及び誤嚥性肺炎予防の外科治療を含めた最新の治療（梅崎）、総合医療・在宅医療

での嚥下障害・誤嚥性肺炎のリハビリテーションとケア（山根）について、現在の課題を

浮き彫りにし、その対応について全体で議論する。本 WS で抽出された意見をプロダクトと

してまとめ、2016 年 2 月の嚥下医学会で宿題報告として発表し、両学会でさらに議論を深

める予定である。 


